
長年ブラジルに住み、日本からの南米移民の足跡を丹念に追ってきた岡村淳監督。戦後日本が抱え込んでいた様々な問題を考え

る上で、海外移民の存在は欠かせない。かつて九州の筑豊地域からの炭鉱離職者を南米の地で探しもとめ『出ニッポン記』を記

した上野英信と、上野英信の足跡をたどる犬養光博牧師。『消えた炭鉱離職者を追って』の第一部サンパウロ編、第二部リオ・ディ

ジャネイロ編につづく第三部は、いよいよアマゾン編。

3 月 1 日（日）14：00 ～ 16：15

立命館大学衣笠キャンパス

平井嘉一郎記念図書館１階　カンファレンスルーム

『消えた炭鉱離職者を追って アマゾン
編』（2025年、75分）

『消えた炭鉱離職者を追って』全三部作の完結編。
筑豊で伝道所を開く犬養光博牧師夫妻は、師と
仰ぐ記録文学者･上野英信の足跡を訪ねてブラジ
ルに渡った。上野はかつての同僚だった炭鉱離
職者たちを追って西暦1974年に南米四か国をま
わり、『出ニッポン記』というルポルタージュの
大著を遺している。サンパウロ、そしてリオデ
ジャネイロでは上野が取材した炭鉱離職者に出
会うことがかなわなかったが、ついにアマゾン
河口の都市ベレンで『出ニッポン記』に描かれ
た二人の日本人と会食することとなった。話題
は意外な方向にすすみ、「自分にはブラジルの炭
鉱離職者に会う資格がなかった」と思い詰める
犬養牧師は、さらに上野も訪ねることのなかっ
たアマゾン最古の日本人移住地トメアスーを訪
ねて、新たに炭鉱離職者たちの数奇な運命を知
ることとなった。
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トーク ：  岡村淳（ブラジル在住記録映像作家）

司　会 ：  番匠健一（社会理論・動態研究所）

主　催：立命館大学国際平和ミュージアム平和教育研究センター研究プロジェクト

　　　　「博物館の資料研究」

連絡先：banban_hacha_pirata82@yahoo.co.jp（代表：番匠）

参加費無料・予約不要

関連企画
2 月 27 日 （金） 18:00〜21:30
上映作品 『ブラジルの土に生きて』 （改訂版、 2016 年、 150 分）
場所 ：キッチン ・ ハリーナ （左京区北白川西町 85-4 京大農学部キャンパス東隣）
会費 ：投げ銭 ( カンパ )＋ワンオーダー、 定員 20 名 （予約 090-9993-9447 さとう）


